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To improve the projection of future Arctic climate and environment changes associated with global warming, including retreat 
of Greenland ice sheet, advancement in ice sheet and climate modeling is required. For this goal, long-term records of the past 
Arctic warmings and their impacts, and the understanding of the mechanisms are necessary. An international ice coring project 
NEEM (North Greenland Eemian Ice Drilling) was initiated to obtain the oldest ice core in the northern hemisphere, covering 
the last interglacial period (Eemian), which is thought to be 3-5 oC warmer than today. The drilling reached the bedrock in July 
2010. Japan sent 5, 4 and 3 scientists to NEEM in 2009, 2010 and 2011, respectively. The Japanese scientists are analyzing the 
NEEM deep core for chemistry, trace gases, physical properties, microbial activities and radio nuclides. Along with the analyses 
of the deep ice core, they carried out pit studies and aerosol sampling at NEEM. Here we report the Japanese glaciological 
activities at NEEM and present preliminary results from analyses of the deep ice core. 
 

近年の地球温暖化に伴う北極域の変化は著しい。特にグリーンランド氷床の縮小は、海面上昇や海洋循環の変

化を通じて全球的にも大きな影響を及ぼすため、その動向は注目されている。地球温暖化に対する北極域の気

候・環境やグリーンランドの氷床の応答を正確に予測するためには、過去に生じた温暖化とその影響に関する長

期のデータを取得し、それを元に気候モデルや氷床モデルの改良を進める必要がある。そのために、北グリーン

ランドの NEEM地点で、現在よりも 3～5℃温暖だったと考えられている最終間氷期全体を含む、北半球最古の氷床

コアを得る国際共同掘削プロジェクト（North Greenland Eemian Ice Drilling, 略して NEEM計画）が 2008年に

開始された。NEEM計画の目的は、 (1)最終間氷期は現在より何℃温暖だったのか (2)最終間氷期に急激な気候変

動は発生したのか、(3)温暖な気候の下でグリーンランド氷床はどう変動したか、(4)現在の間氷期（完新世）と

最終間氷期の相違や類似性は何か、(5) 完新世初期の温暖期及び最終間氷期における気候・環境変動は気候モデ

ルでどの程度再現できるのか、を明らかにすることである。この目標達成のため、デンマークをリーダーとする

14カ国が共同で氷床コアの掘削と解析を進めている。日本は NEEMコアのイオン分析、物理分析、気体分析、微生

物分析、宇宙線生成核種分析、塩微粒子分析を担当し、外国と共同で過去十数万年間の気候・環境変動を復元す

る計画である。 

NEEMにおける掘削、現場処理、設営作業は、2008年から 2011年の間、毎年 4月下旬から 8月下旬にかけて実

施し、参加各国の研究者と技術者が交代で参加した。NEEMでの掘削は、2008年に浅層コア掘削を実施し、2009年

に液封液を用いた深層掘削を開始した。2009年は 1758mの深度に達し、2010年 7月 28日に深度 2537.36mの岩盤

に到達した。コアの現場処理としては、DEP、ECM、ラインスキャン、連続フロー分析（化学成分、水の安定同位

体、ガス成分等の分析）、薄片を用いた物理解析、コアの切断と梱包が実施された。2011年には、掘削孔深部か

ら 2本目のコアを掘削するための準備として、400ｍの浅層コア掘削孔を用いて掘削テストを実施した。ＮＥＥＭ

計画終了後に新たな深層コア掘削を行うことを念頭に、2011年のシーズン終盤には、主要な居住棟であるメイン

ドームを移動する試みが行われ、成功を収めた。 

日本からは 2009年に 5名、2010年に 4名、2011年に 3名がＮＥＥＭでの観測に参加し、掘削と現場処理を担

当した。また、ピット観測とエアロゾル採取を実施した。本発表では、ＮＥＥＭにおける活動の概要と、ピット

観測の結果、及びＮＥＥＭコアの初期分析結果について報告する。 

                                                            


